
アスパラガスの栽培管理改善
～基本技術励行による安定生産取組実践～

（課題番号 ６）
◆活動年次：令和７年度
◆対 象：アスパラガス栽培農業者（10戸）
◆目標事項：基本技術励行による安定生産取組実践
◆到達度合：目標GI・根中糖度・適期防除・適期刈取達成戸数 ２戸→１戸（到達度合50%）

１ 課題の背景
浦河町では定植後10年以上経過したアスパラガスほ場が増加しており、株の経年劣化

に伴う草勢低下による減収傾向のほ場が散見される。こうした状況を踏まえ、摘心高や立
茎本数などの基本技術改善による草勢回復と養分蓄積が重要となっている。そこで、これ
ら管理技術の適正化による生育改善効果を把握するため、※GI（茎葉生育量）および根中
糖度を指標に管理技術の適正化を検討し、収量の安定化につなげる。

２ 活動の経過
時期 方法 回数 主な内容

３月～12月 個別巡回 延べ25回 定期巡回、栽培技術（病害虫防除・水管理）助言

10～12月 個別巡回 延べ10回 ＧＩ調査、根中糖度測定による生育診断

酪農学園大学・そらち南農協 アスパラガス部会

ほ場視察研修

６月・９月 栽培講習会 ２回 基本技術（摘心高・立茎本数）の講習、意見交換

管外視察

※GI：Groｗthindex（平均草丈(cm)×平均茎系(cm)×畝1m当たり茎数）

６月 1回

令和７年秋期刈取り前(11月)に

４戸のGI・根中糖度を調査。

令和７年根中糖度調査

６月 栽培講習会

立茎本数(12～15本/m)

摘心高(170cm)の提案

６月 管外視察(江別市)

優良ほ場にて適正な立茎

本数や摘心高の確認

９月 立茎状況調査

適正立茎本数を確保

(12～15本/ｍ)

調査の様子



３ 活動の成果

・基本技術見直しによる管理改善

〇秋の根中養分蓄積のため、摘心高(170cm)・立茎本数(12～15本/m)の再確認を栽培

講習会にて提案した。

○その結果、２戸の農業者が摘心の高さを改め３戸において立茎本数も12～15本/m(写

真１)を確保するようになった。

○根中糖度を増加させるために刈り取り時期を遅らせる提案をした結果１戸で黄化率が8

0％(写真2)を達するようになった。

・目標GIの達成度合

〇目標GIは、対象農業者10戸のうち調査農業者４戸のGI値を測定した結果、全戸におい

て達成できた（表１）。

４ 今後の対応
斑点病が多発したため、病害虫の適期防除の徹底と防除体系の確立を進める。

またGI値の確保に加え、水分・肥培管理の支援を行い、根中糖度の維持・向上による収

量向上に取り組む。

写真１ 農業者A

立茎本数の変化

R6 24本/m

R7 16本/m

表１ GIの調査結果(10月下旬) 表２ 根中糖度の調査結果(10月下旬)

図１ 収量結果
写真２ 農業者B

刈り取り時期の変化

R6 11月中

R7 12月末

株が老齢化してきているから

株状況を数字で表してくれるの

はありがたい

収穫日数の目安も作りやすい

R6 R7 目標GI

農業者A 3,927 4,965
農業者B 2,305 2,374
農業者C 1,888 2,246
農業者D 2,141 2,604

2000以上

R6 R7
目標糖度
(Brix値)

農業者A 16.5 8.3
農業者B 11.1 9.5
農業者C 5.75 12.0
農業者D 23.15 20.3

15以上
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表３ 斑点病防除歴

農業者A 農業者B 農業者C 農業者D
目標
回数

８月 0 1 2 1 １

９月 1 １ １ １ １

10月 0 0 １ 0 １


